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いない。G-1-P の実用的な生産プロセスを構築し、高純度の G-1-P を安価に供給できる
ようになれば、 G-1-P に多くの用途が開けるものと考えられる。 
 本論文は、実用的規模の G-1-P 高生産プロセスの開発を目的に、ホスホリラーゼによ
るデキストリンの加リン酸分解反応について検討した研究成果をまとめたものである。 
まず、ジャガイモ由来のホスホリラーゼを精製し、それを用いてデキストリンの加リ
ン酸分解初速度について動力学的検討を行い、反応初速度が、迅速平衡ランダム Bi Bi 
(Rapid Equilibrium Random Bi Bi)メカニズムに基質阻害を複合した酵素反応モデルで
整理できることを明らかにしている。 











応工学的検討を行い、185 mM という高濃度の G-1-P を１年以上安定に生産することに
成功するとともに、100 L のパイロットスケールのカラムリアクターを用いても同様の
結果を得ている。 
最後に、本研究で得られた成果を総括している。     
以上、本研究で得られた成果は、G-1-P の実用的規模の生産と酵素工学の発展に資す
ること大である。よって、本論文提出者は博士（工学）の学位を授与されるに十分な資
格を有すると認める。 
 
